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2007 年 8 月，急な格付け変更がパリバ・ショックを引き起こし，ドル，ポンド，ユーロを急
落させた。8 月末にドイツのザクセン・ランデス・バンクが動揺し，9 月にはイギリスのノー
ザン・ロック銀行が取り付け騒ぎにあった。モーゲージ証券化の先頭を行ったベア・スターン
ズは 2008 年 3 月，事実上の公的資金注入により JP モルガン・チェースに吸収された。3 月
に自己資本規制を緩められて，民間ローンの購入を促されたファニーメイ（連邦住宅金融抵当金
庫）とフレディマック（連邦住宅貸付抵当公社）の GSE（政府支援機関）2 社は 7 月に危機に陥り，
9 月にはリーマン・ブラザーズが破綻し，AIG が事実上国有化された。
　2008 年秋の緊急経済安定化法は，一時は下院によって否決されたが，これによって保険会
社 AIG など広義の金融機関だけでなく，2009 年 5，6 月に破たんしたクライスラー，GM な
ど事業会社の支援も行われた。各種ファシリティーによる資金供給，各種（不良）資産購入に











































































46 立命館経営学（第 48 巻　第 4 号）
ついても考えておかなければならない。グローバリゼーション研究における時期区分の問題を
参照しつつ，今日の危機を歴史的にもさかのぼって位置づける作業が必要になる所以である。
2　グローバリゼーションの 19 世紀型と 20 世紀型
　巷で言われる「100 年に一度の危機」という表現や評価と，それに対する背景認識や政策対
応が一致していないように思われる。「100 年に一度」なのであれば，少なくともこの 100 年








　100 年を振り返るなら，アメリカを中心とした 20 世紀半ば以降の世界経済システムが本格
的な破綻と再編につながるのかどうかまでが問われる。すわなち，①自動車に代表される大量
生産と大量消費，②石油をはじめとするエネルギーの大量消費，③軍事依存経済，④「自由放
任」政策により繰り返されたバブル経済。言い換えれば 20 世紀の世界経済とその後の 20 世
紀型グローバリゼーションの内実と，その帰結いかんが問われよう（櫻井公人〔2006〕ほか）。








































































































ストレンジは ｢密猟者に猟鳥の保護を求めるようなもの ｣だと断じた（ストレンジ［2009］第 9 章）
が，これによってその後に規制対象外の証券化商品の大量組成が促された面もある。要するに，
後のサブプライム問題を生み出す要因のいくつかをここに見出すことができる。2000 年代ア
メリカで展開した SIV（Structured Investment Vehicle）による商業銀行でも行われた ｢ 影の銀
















































 7）1980 年代に研究を開始した筆者にとっての 1980 年代からの結論であり，研究指針であった（中村雅秀編




られた結果，70-80 年代の ｢ 危機 ｣ への政策的対応が将来のより大きな ｢ 危機 ｣ を胚胎させていたものとい













































































































　中国の政策転換は 1970 年代末だったが，本格化するのは 1980 年代半ばに近く，「成功」が




























































として制御される状況にない。カジノ資本主義の 21 世紀段階とも言うべき状況を，1990 年
代末に描いていたのが，スーザン・ストレンジ『マッド・マネー』である。この本を読んだ読






























ンジ［2009］64 ページ）。2008 年に保険会社 AIG の抱えていた 4400 億ドルの CDS は，つい
に保証を実行できず，一方で保証が実行されないときに起こる連鎖反応は金融システムを崩壊








だろう ｣（ストレンジ［2009］389 ページ）というのが，ストレンジ最後の著作 , 最後の言葉であ
る
10)








如の進展（国家の退場）であったとすれば，その後に現れるのは ｢ 支配 ｣ なき ｢ 多極 ｣ の世界
であるとは限らず，｢非極 ｣と ｢アナーキー ｣の世界である可能性のほうが高いとする指摘が，
｢危機 ｣以前から存在したことも思い起こすべきであろう（Ferguson［2004］）。
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